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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月26日(2018.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器(UE)のための装置であって、
　電力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)制御要素を格納するように構成
されるメモリと、
　ベースバンドプロセッサであって、
　　電力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)制御要素を生成し、
　　前記電力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)制御要素は、
　　　複数のCフィールドを含む1つ又は複数の第1のオクテットであって、前記第1のオク
テットの数は、前記ユーザ機器(UE)と関連するサービングセル(SCell)の数に基づいてお
り、各々のCフィールドは、サービングセル(SCell)ごとの電力ヘッドルーム(PH)の存在を
示す、1つ又は複数の第1のオクテット、及び、
　　　1つ又は複数の第2のオクテットであって、前記第2のオクテットの各々は、前記Cフ
ィールドのうちの1つに対応するサービングセル(SCell)についての電力ヘッドルーム(PH)
の値を含む、1つ又は複数の第2のオクテットを含み、そして、
　　無線通信ネットワークのための、前記電力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアクセス
制御(MAC)制御要素を含むメッセージを符号化する、
　ように構成される、
　ベースバンドプロセッサと、を含む、
　装置。
【請求項２】
　前記1つ又は複数の第1のオクテットは、
　8個よりも少ないサービングセル(SCell)が存在する場合には、1つのオクテットを含み
、
　8個又はより多くのサービングセル(SCell)が存在する場合には、4つのオクテットを含
む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記1つ又は複数の第1のオクテットは、単一の確保されているビットを含む、請求項２
に記載の装置。
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【請求項４】
　前記ベースバンドプロセッサは、さらに、論理チャネル識別子を使用してサブヘッダー
の中の前記電力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)制御要素を識別するよ
うに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記1つ又は複数の第2のオクテットは、関連するサービングセル(SCell)のインデック
ス値に基づいて互いに配列される、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記1つ又は複数の第2のオクテットは、前記1つ又は複数の第1のオクテットの直後に、
Type2　PHフィールドを含むオクテットを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記電力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)制御要素は、可変のサイズ
を有する、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記メモリは、さらに、電力ヘッドルーム(PH)測定値を格納するように構成される、請
求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記電力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)制御要素は、拡張電力ヘッ
ドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)制御要素である、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記電力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)制御要素は、デュアルコネ
クティビティ電力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)制御要素である、請
求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　機械読み取り可能な命令を含むコンピュータプログラムであって、前記機械読み取り可
能な命令は、進化型NodeB(eNB)の1つ又は複数のプロセッサによって実行されると、前記1
つ又は複数のプロセッサに、
　ユーザ機器(UE)からの第1のメッセージを復号化する動作であって、前記第1のメッセー
ジは、電力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)制御要素を含む、動作と、
　複数のCフィールドを含む前記電力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)
制御要素の中の1つ又は複数の第1のオクテットを識別する動作であって、前記第1のオク
テットの数は、前記ユーザ機器(UE)と関連するサービングセル(SCell)の数に基づいてお
り、各々のCフィールドは、サービングセル(SCell)ごとの電力ヘッドルーム(PH)の存在を
示す、動作と、
　前記電力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)制御要素の中の1つ又は複
数の第2のオクテットを識別する動作であって、前記第2のオクテットは、サービングセル
(SCell)についての電力ヘッドルーム(PH)の値を含み、前記サービングセル(SCell)は、前
記Cフィールドによって電力ヘッドルーム(PH)を含むものとして示される、動作と、
　前記電力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)制御要素に基づいて、前記
ユーザ機器(UE)を構成するための第2のメッセージを符号化する動作と、を実行させる、
　コンピュータプログラム。
【請求項１２】
　前記1つ又は複数の第1のオクテットは、
　8個よりも少ないサービングセル(SCell)が存在する場合には、1つのオクテットを含み
、
　8個又はより多くのサービングセル(SCell)が存在する場合には、4つのオクテットを含
む、請求項１１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１３】
　前記1つ又は複数の第1のオクテットは、単一の確保されているビットを含む、請求項１
２に記載のコンピュータプログラム。
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【請求項１４】
　前記機械読み取り可能な命令は、さらに、前記1つ又は複数のプロセッサに、論理チャ
ネル識別子を使用してサブヘッダーの中の前記電力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアク
セス制御(MAC)制御要素を識別する動作を実行させる、請求項１１に記載のコンピュータ
プログラム。
【請求項１５】
　前記1つ又は複数の第2のオクテットは、関連するサービングセル(SCell)のインデック
ス値に基づいて互いに配列される、請求項１１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１６】
　前記1つ又は複数の第2のオクテットは、前記1つ又は複数の第1のオクテットの直後に、
Type2　PHフィールドを含むオクテットを含む、請求項１１に記載のコンピュータプログ
ラム。
【請求項１７】
　前記電力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)制御要素は、可変のサイズ
を有する、請求項１１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１８】
　前記電力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)制御要素は、拡張電力ヘッ
ドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)制御要素又はデュアルコネクティビティ電
力ヘッドルーム報告(PHR)メディアアクセス制御(MAC)制御要素のうちの1つである、請求
項１１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１９】
　ユーザ機器(UE)のための装置であって、
　有効化/無効化メディアアクセス制御(MAC)制御要素を格納するように構成されるメモリ
と、
　ベースバンドプロセッサであって、
　　メディアアクセス制御(MAC)プロトコルデータユニット(PDU)制御要素によって前記有
効化/無効化メディアアクセス制御(MAC)制御要素を識別し、
　　複数のCフィールドを含む前記有効化/無効化メディアアクセス制御(MAC)制御要素の1
つ又は複数の第1のオクテットを復号化し、前記第1のオクテットの数は、前記ユーザ機器
(UE)と関連するサービングセル(SCell)の数に基づいており、各々のCフィールドは、対応
するサービングセル(SCell)の有効化/無効化状態を示し、
　　Cフィールドに対応しているとともに有効化状態にあるサービングセル(SCell)との間
で前記ユーザ機器(UE)に通信を実行させる、ように構成されるベースバンドプロセッサと
、を含む、
　装置。
【請求項２０】
　前記1つ又は複数の第1のオクテットは、
　8個よりも少ないサービングセル(SCell)が存在する場合には、1つのオクテットを含み
、
　8個又はより多くのサービングセル(SCell)が存在する場合には、4つのオクテットを含
む、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記1つ又は複数の第1のオクテットは、単一の確保されているビットを含む、請求項２
０に記載の装置。
【請求項２２】
　有効化/無効化メディアアクセス制御(MAC)制御要素は、論理チャネル識別子を使用して
メディアアクセス制御(MAC)プロトコルデータユニット(PDU)サブヘッダーによって識別さ
れる、請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　機械読み取り可能な命令を含むコンピュータプログラムであって、前記機械読み取り可
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能な命令は、進化型NodeB(eNB)の1つ又は複数のプロセッサによって実行されると、前記1
つ又は複数のプロセッサに、
　有効化/無効化メディアアクセス制御(MAC)制御要素を生成する動作と、
　メディアアクセス制御(MAC)プロトコルデータユニット(PDU)を符号化する動作であって
、
　前記メディアアクセス制御(MAC)プロトコルデータユニット(PDU)は、
　　前記有効化/無効化メディアアクセス制御(MAC)制御要素を識別するための論理チャネ
ル識別子を含むサブヘッダー、及び、
　　複数のCフィールドを含む1つ又は複数のオクテットを含み、前記オクテットの数は、
ユーザ機器(UE)と関連するサービングセル(SCell)の数に基づいており、各々のCフィール
ドは、サービングセル(SCell)の有効化/無効化状態を示す、動作と、
　を実行させる、
　コンピュータプログラム。
【請求項２４】
　前記1つ又は複数のオクテットは、
　8個よりも少ないサービングセル(SCell)が存在する場合には、1つのオクテットを含み
、
　8個又はより多くのサービングセル(SCell)が存在する場合には、4つのオクテットを含
む、請求項２３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２５】
　前記1つ又は複数のオクテットは、単一の確保されているビットを含む、請求項２４に
記載のコンピュータプログラム。
【請求項２６】
　請求項１１乃至１８のうちのいずれか１項に記載のコンピュータプログラムが格納され
ている機械読み取り可能な記憶媒体。
【請求項２７】
　請求項２３乃至２５のうちのいずれか１項に記載のコンピュータプログラムが格納され
ている機械読み取り可能な記憶媒体。
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